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【はじめに】　
余白は左右20 mm，上下25 mmです。
和文題目には12 ptの MSゴシック（又は平成角ゴシック）を，和文所属及び氏名には11 pt のMSゴシック（又は平成角ゴシック）を使用して下さい。登壇者の氏名には「〇」をつけて下さい。
題目，所属等の左側には「講演番号」を記載いたしますので，上記の題目・所属等の記載欄の左側にある余白はそのままで作成してください。
本文の構成は自由です。連絡先から1行開け，11 ptの MS明朝（又は平成明朝）で記載してください。
図は白黒印刷で内容がわかるように作成してください。キャプションには9 pt のMSゴシック（又は平成角ゴシック）を使用して下さい
予稿原稿ファイル名は，「英文登壇者氏名.pdf」として下さい。例：taroh_joetsu.pdf
原稿送付メールのタイトルには，予稿原稿ファイル名を記載してください。
Use this template for creating your abstract in A4 format. 

Do not change the margins.  Use 11 pt Times New Roman font for text, 11 pt Symbol font for single physical quantities, and the MathType plug-in (included in the Office software package) for formulae. Take care so that the figures are well reproduced in black and white.
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